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第８章　　特　別　活　動
 
第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
⑴　学校の創意工夫を生かす
　　各学校において、学校の伝統や歴史、経営方針や重点目標、地域のよさや特性等を積極的に
生かすなど工夫して、特色ある特別活動の指導計画を作成することが重要である。
⑵　学級や学校の実態や生徒の発達の段階などを考慮する
　　学級や学校、地域の実態や生徒の発達の段階及び特性等を考慮する。また、生徒の興味・関
心、能力・適性等に関する十分な生徒理解に基づき、いじめの未然防止等を含めた生徒指導との
関連を図る。その上で、学校や学年における重点目標、指導の内容、活動の方法などを明確にす
ることが大切である。
⑶　各教科、道徳科及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図る 
　　カリキュラム・マネジメントの観点に立ち、各教科等で育成された資質・能力が特別活動で十
分に活用できるようにするとともに、特別活動で培われた資質・能力が各教科等の学習に生かさ
れるように関連を図ることが大切である。
⑷　生徒による自主的、実践的な活動が助長されるようにする
　　学級活動⑴や生徒会活動では、自発的、自治的な活動を一層効果的に展開し、自主的、実践的
な活動が助長されるようにする。また、学級活動⑴に重点を置き、より多くの活動の機会を設け
ることができるような計画を作成する。学級活動⑵、⑶や学校行事では、教師の適切な指導の下、
計画や運営に生徒の自主的、実践的な活動を可能な限り取り入れるよう工夫する。
⑸　家庭や地域の人々との連携、社会教育施設等の活用などを工夫する 
　　体験を通して学ぶことを重視する特別活動の特質に鑑み、家庭や地域との交流を深め、その教
育力の活用を図ったり、地域の自然や文化・伝統を生かしたり、社会教育施設等を活用したりす
ることが大切である。

２　指導計画作成の一般的な手順

※　全体計画及び年間指導計画は、評価し、改善を図り、次年度の計画に反映させる。
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３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた生徒への指導」の視点
　　学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図、手立てを明確にし、個々の
困難さに応じた指導内容や指導方法を工夫する。必要に応じて、個別の指導計画を作成し、必要
な配慮を記載する。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　　特別活動において、よりよい人間関係の形成、よりよい集団生活の構築や社会への参画及び自
己実現に資するよう、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて授業改善を推進する。そのため
に、特別活動の目標の具現化に向け、生徒が「集団や社会の形成者としての見方・考え方」を働
かせていけるよう、指導計画を作成する。
⑶　「教科等横断的」な視点
　　各教科等の特質に応じて育まれた資質・能力を、実践的な集団活動を通して、統合的で汎用的
な力に変え、キャリア教育の充実を図るという視点からも、実生活で活用できるようにすること
が大切である。学級経営の充実に資する特別活動の積み重ねが、学校文化を創造し、各教科等
での主体的・対話的で深い学びを支え、そこで培われた資質・能力が、特別活動の充実にもつな
がる。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点
　　生徒の主体的な活動を指導する具体的な方策や、自校の実践を地域社会と共有することが大切
である。また、学校が意図的、計画的な教育活動の一環として、学校内外において多様な他者と
交流し、協働して活動できる機会と場を設定することが大切である。
⑸　「道徳教育の充実」の視点
　　特別活動における道徳性の育成を目指して、道徳教育の内容との関連を考慮する。特に、「集
団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、
互いのよさや可能性を発揮しながら直面する課題を解決する」という特質を生かし、道徳的実践
の指導の充実を図る。
⑹　内容の取扱いについての配慮事項
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２　学級活動の年間指導計画
⑴　学級活動で取り上げる活動の例（第１学年の例）

⑵学級活動の各活動における学習の過程例
　一単位時間の指導計画は、事前及び事後の活動を含めた一連の活動の過程等についての見通し
をもつことが大切である。
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※学級活動委員会
　学級活動を生徒の活動とするために、教師の適切な指導の下、学級活動の計画を立てたり、役割
分担を決めたりするなど、実践するまでの準備等を行う組織である（小学校では計画委員会と称し
ている）。なお、学級活動委員については、なるべく全ての生徒が経験できるように配慮する。
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⑶　学校で作成する学年別の年間指導計画例（第１学年）
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⑷　学級ごとの年間指導計画例
　※学校で作成する学年別の年間指導計画を踏まえて、各担任は学級ごとの年間指導計画を作成する。

〈留意事項〉
○学期末に目指す生徒像を基にして、個と集団の評価を実施する。
○学級活動における自発的、自治的な活動を中心として、学級経営の充実を図るようにする。
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３　生徒会活動
⑴　生徒会活動の活動内容と組織（例）

⑵　生徒会活動の年間指導計画例
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⑶　生徒会役員会の年間指導計画例

⑷　生徒会役員会の活動例
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⑸　生徒評議会
　生徒評議会の年間指導計画例

⑹　各種の委員会
　　各種の委員会全体指導計画を作成の上、それぞれの委員会の年間指導計画を作成する。
　各種の委員会の年間指導計画例（ボランティア委員会）
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４　学校行事
⑴　学校行事の年間計画例

⑵　学校行事の年間指導計画例
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⑶　各行事の指導計画例
ア　儀式的行事「卒業式」の指導計画例
　１　ねらい
　　○厳粛なうちにも門出を祝う温かい雰囲気の中で、新たな生活への自覚を高められるようにする。
　　○卒業生一人一人には卒業の喜びと感謝の気持ちをもたせ、新しい進路へ向けての意欲を高める。
　　○在校生一人一人には卒業生への祝福の気持ちを抱かせ、よりよい校風を築いていこうとする

意欲を高める。
　２　実施計画
　　⑴期日　３月○日（○）時間○：○○ ～ ○：○○　　⑵場所　体育館　　⑶参加学年　全学年
　３　指導内容
　　⑴事前指導　○生徒会による「卒業生見送りセレモニー」　　○式参加への指導
　　　　　　　　○国歌、校歌の練習　　　○卒業式準備のための生徒の活動
　　⑵展開

　　⑶事後指導　○学級活動１年「中堅学年に向けての取組を考えよう」
　　　　　　　　◯学級活動２年「最上級生に向けての取組を考えよう」
　　　　　　　　　※事前指導として取り上げることもできる。
　４　評価規準（略）
　　<留意事項 >
　　○学校生活に有意義な変化や折り目を付けることにより、生徒に厳粛で清新な気分を味わわせ、

新しい生活の展開への動機付けとなるようにする。
　　○入学式や卒業式などにおける国旗及び国歌の指導に当たっては、社会科における指導などとの関

連を図り、国旗及び国歌に対する正しい認識をもたせ、それらを尊重する態度を育てる。【３⑶】

イ　健康安全・体育的行事「防災訓練」の指導計画例
　１　ねらい
　　○地震発生時に、自発的な危機回避行動をとることができるようにする。
　　○中学校区における小学校、家庭、地域との連携を図る。
　２　実施計画
　　⑴期日　９月○日（○）第５校時～　　　　　　⑵場所　校舎、校庭及び各拠点
　　⑶参加学年　中学校区の児童及び生徒全員　　　⑷係分担（省略）
　３　指導内容
　　⑴事前指導
　　　○学級活動 (2)　題材「種々の災害時の安全」
　　　○生徒、保護者、自治会長合同の防災研修「安全マップづくり・災害を体験した人の体験談

を聞く会・消防署員を招聘しての安全な方法についての学習」を実施する。
　　　○訓練当日の一人一人の動きについて指導し、シミュレーションを行う。

【３⑷】
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　　⑵展開

　　⑶事後指導　○各学級で防災訓練の振り返りを行う。【３⑵】
　　　　　　　　○成果と課題を話し合い、集約して、小学校・中学校・地域で共有し、次年度に活かす。
　４　評価規準（略）
　　<留意事項 >
　　○地区別活動時の役割分担（それぞれ複数の生徒で行動できるような分担）を行っておく。
　　○事前に、訓練の日時・内容を家庭や地域にホームページや通知等で周知徹底する。【３⑷】

ウ　勤労生産・奉仕的行事「職場体験活動」の指導計画例
　１　ねらい
　　○働くことの意義、社会的・職業的な自立について理解する。
　　○自分のできることを判断し、多様な他者と協力して実践できるようにする。
　２　実施計画
　　⑴期日　○月○日（○）～ ○月○日（○）（○日間）
　　⑵場所　①○○製作所　②○○図書館　③○○農園　④スーパー○○　⑤○○美容室
　　　　　　⑥○○幼稚園　⑦○○保育所　⑧老人ホーム○○苑
　３　指導内容
　　⑴事前指導　○学級活動⑶　題材「働く目的と意義」
　　　　　　　　○実際に体験する職場の人をゲストティーチャーとして招聘し、交流の場を設定

する。【３⑷】
　　　　　　　　○学級活動⑶「身近な職業と職業選択」。グループ毎にいくつかの職業について、

調べ学習を行い、総合的な学習の時間と関連させ、発表会を行う。【３⑶】
　　　　　　　　◯電話のかけ方、訪問するときの注意点など、一人一人にマナーを学習させる。
 【３⑴】
　　　　　　　　○職場事前訪問を行う。
　　⑵展開（略）
　　⑶事後指導　○学級活動 (3)　題材「職業体験活動の振り返り」
　　　　　　　　◯今後の生活で生かしていきたいことを記入させ、これからのよりよい学校・学

級の生活づくりにつなげさせる。【３⑸】
　　　　　　　　○お礼状を作成し、届ける。
　４　評価規準（略）
　<留意事項 >
　　○職場体験活動は、学校教育全体として行うキャリア教育の一環として位置付け、自己の能力・

適性等についての理解を深め、職業や進路等に関わる啓発的な体験が行われるようにする。
　　○校外での活動で、生徒にとって長期間不慣れな活動に取り組むことになるので、生徒の健康

面並びに安全面等に関する事前指導の徹底を図る。さらに体験活動期間中の教師の指導計
画策定、連絡体制の整備を確実に行う。また、保護者への周知、協力依頼を行う。【３⑴】


